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１．国際ガラス年 2022 の目的

・ ガラス材料およびガラス産業の，過去，現在，未来を称え祝福すること。

・ ガラスの科学と芸術と文化に関わる世界の様々なイベントに取り組むこと。

・ 産学のガラス研究，ガラスに関わる博物館や美術館の取り組みにより，世界のあらゆる地域

における持続性のある発展に貢献すること。

・ 若い世代のための科学や工学、ジェンダーの平等、発展途上国要求に対する取り組みを支

援する国際的な協調の枠組みを構築すること。

国際ガラス年で取り組む国際的な活動については、ホームページ（https://iyog2022.org/）で紹

介されている。

国際ガラス年２０２２のロゴマーク

２．国際ガラス年日本実行委員会 活動方針および運営方針

活動方針
国際ガラス年日本実行委員会は、多くのガラス関係者の努力の末に国連での採択に至った

2022 年の国際ガラス年という特別な機会を大切にして、国際 IYOG 委員会および、国内の産、

官、学、工芸団体などガラスの科学、技術、造形に関わる方々との連携を緊密に取りながら、日

本の多くの皆さんに、ガラスの多様性、面白さ、美しさ、および未来社会への可能性を学び、楽し

む機会を提供することを目的として活動する。とりわけ、これまでに必ずしも一般の方々に広く認

識されていなかった「ガラス」の普遍性と重要性、SDGs への貢献、将来の技術を支える材料とし

ての機能への理解と認識を高めていただくことを重視する。

国際ガラス年日本実行委員会では以下の様々な活動を通じてその目的を達成する。

・ ガラスの役割や機能を一般の方々に広く認識いただく広報活動

・ ガラス科学・アートのフェスティバルやワークショップなど一般の方々を対象としたアウトリー

チ活動
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・ 将来の社会を担う学生、若手研究者のガラスに対する意識の高揚および育成

・ 持続可能な社会へのプラットフォームとしてのガラスの役割の推進

・ ガラスとアモルファス材料に焦点を当てた材料科学と工学の学際的な基礎研究と応用研究

の促進

・ ガラスの基礎研究、工学、芸術的応用に関わる専門的な組織、研究機関、大学、産業、博

物館、政府機関、その他の関係者間の関係活性化

・ 日本国内での国際ガラス年の開催を祝う Opening Ceremony および、全世界の国際ガラス

年関係者と国際ガラス年の成功を祝う Closing Ceremony の開催

国際ガラス年日本実行委員会のロゴマーク

運営方針
各分科会の関わるイベントにおいては、HP やチラシなどの機会を活用してロゴを掲載使用し

て頂く。実行委員会は、各イベント参加者に配布の為、広報委員会で準備したハガキ、マップを

参加者規模に応じて提供する。

またイベント主催者は予算案を含めた計画書を提出頂き、事務局は内容審査の上、実行委員

会の予算範囲内で活動内容に応じた補助金を支給する。

学協会クラスタに関わる IYOG 協賛講演会における招待講演者への謝礼は日本セラミックス

協会の基準に従う。交通費は協賛学会による負担を原則とするが、補助金からの支出が妥当で

かつ計画書の予算範囲内であれば、交通費の支給を妨げない。

学協会誌の特集号の出版に関わる費用については別途、実行委員会執行部で支出の判断

をする。

アウトリーチクラスタの啓蒙活動に関しては、提出の計画書につき事務局の審査を受けた上で

活動内容に応じた予算補助をする。
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3．国際ガラス年日本実行委員会 概要、委員名簿

設立趣意：
2020 年 12 月の国連総会において，2022 年国際ガラス年が宣言されようとしている。ガラスは，

私たちの日々の生活に欠かすことのできない材料であるとともに，その様々な特徴的な性質から，

2030 年に向けた持続可能な開発目標を達成するためにも重要な役割を果たす材料である。さら

にガラスは，その美しさゆえに多くの芸術家の想像を具現化してきた素材でもある。国連が決議

する国際ガラス年を契機に，このようなガラスの価値を科学と芸術の垣根を越えて日本中で共有

し，次世代に継承し発展させていくことを目的として，ここに「国際ガラス年日本実行委員会」を設

立したい。

（２０２０．１２．９ 国際ガラス年日本実行委員会設立提案書より）

名称： 国際ガラス年日本実行委員会

設置場所： 公益社団法人日本セラミックス協会内

委員名簿：

・実行委員長： 田部勢津久

・実行副委員長： 井上博之

・事務局長： 吉田智

・実行委員： 矢野哲司 林晃敏 藤野茂 山崎博樹

本間剛 大幸裕介

忠永清治 増野敦信 藤原巧 曽我公平

梶原浩一 松田厚範 河村剛 袋布昌幹

大槻主税 早川知克 徳田陽明 藤田晃司

高橋雅英 難波徳郎 武部博倫 小野円佳

赤井智子 小原真司 瀬川浩代 稲野浩行

前田敬 土田ルリ子 巾崎潤子 斉藤靖弘

松野好洋

アドバイザー： 平尾一之 小松高行 辰巳砂昌弘 安盛敦雄

中西和樹 春日敏宏 田中勝久 幸塚広光

松岡純 中尾泰昌 清家剛

特別顧問： 公益社団法人日本セラミックス協会会長 黒田一幸
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分科会員：     和田憲幸 小島有香子 吉原聡 高橋儀宏

岸哲生 篠崎健二 上田純平 松下佳雅

村田貴広 山崎芳樹 内山堅慈 岡亮平

長谷川智晴 栗村直 片山郁文 平野琢也

西悦子 本郷仁 紅野安彦 川下将一

上高原理暢 早川聡 宮崎敏樹 李誠鎬

鳴滝彩絵 中村仁 正井博和 小野寺陽平

尾原幸治 作田敦 菅原透 中川浩司

木崎和郎

分科会構成：

クラスタ名 分科会名

－ Closing ceremony 分科会

アウトリーチクラスタ

Opening 企画分科会

全国ガラス体験・実験・見学分科会

理科教室分科会

理・芸・地域社会融合分科会

異業種連携分科会

ガラスマップ分科会

広報分科会

- 造形関連分科会

日本セラミックス協会イベントクラスタ
第 53 回夏季若手セミナー分科会

2022 年年会および秋季シンポジウム分科会

学協会イベントクラスタ

学会連携イベント分科会

放射性廃棄物固化関連事業分科会

応用物理学会関連分科会

環境材料関連事業分科会

ゾルゲル法関連事業分科会

生体材料関連事業分科会

非晶質構造解析関連事業分科会

電池材料関連事業分科会

－ 企業対応関連
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分科会担当者一覧：
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4．国際ガラス年日本実行委員会 実施事業
4-1. 主催、共催、後援、協賛イベント
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国際ガラス年２０２２オープニングセレモニー・講演会   登壇者リスト

ご挨拶（登壇順）：
１．国際ガラス年日本実行委員会委員長 田部勢津久
２．日本セラミックス協会会長 黒田一幸
３．北米国際ガラス年実行委員会 Chair Dr. M. Choudhary
４．ICG（Intl. Comm. Glass）元会長・京都大学名誉教授曽我直弘
５．国際ガラス年実行委員長・前ICG会長 Dr. Alicia Duran
６．日本セラミックス協会ガラス部会長 矢野哲司

招待講演（講演順）：
１．「ガラスの概論」

国際ガラス年日本実行委員会副委員長 東京大学 井上博之
２．「現代生活を支える身の回りのガラス」 AGC株式会社 小池章夫
３．「建築材料としてのガラス」 九州大学 井上朝雄
４．「日本の現代ガラス：ガラスの造形分野におけるこれまでの歴史」

富山市ガラス美術館 畠山耕造
５．「ガラスびんSDGsの取組みについて」

日本ガラスびん協会SDGs推進WG・日本山村硝子株式会社 辻 良太
６．「パラオ共和国 ベラウ・エコ・グラスセンターにおける資源循環型社会への取り組
みと観光産業の推進」   三田市ガラス工芸館
７．「ICGサマースクール（オンライン）参加報告」

東京工業大学大学院・博士課程 富田夏奈

事務局より：
国際ガラス年2022イベントの紹介 国際ガラス年実行委員会事務局長 吉田智
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国際ガラス年 2022 Closing Conference（国際閉会式） 登壇者リスト

ご挨拶 （ご登壇順）
１．国際ガラス年日本実行委員会委員長 田部勢津久 教授
２．文部科学省大臣官房審議官（研究振興局及び高等教育政策連携担当）木村 直人 様
３．経済産業省大臣官房審議官 恒藤 晃 様
４．国際ガラス委員会（ICG）会長              Reinhard Conradt   教授
５．国際博物館協会（ICOM Glass）会長       Teresa Medici 氏
６．英国ガラス技術協会（SGT）会長 Arun Varshneya 教授

Moderators
・セッション５担当         Teresa Medici 氏 （再掲）
・IYOG実行委員会委員（音楽イベント担当）藤野 茂 九州大学教授
・セッション１担当 Jincheng Du  米国ノーステキサス大学教授
・セッション２担当 Lothar Wondraczek 独国イエナ大学教授
・セッション２担当（IYOG閉会式担当） 忠永 清治 北海道大学教授
・セッション３担当 小幡 亜希子 名古屋工業大学准教授
・セッション４担当 前原 輝敬 AGC株式会社

企業・大学からの招待講演
・ＡＧＣ株式会社 代表取締役兼 社長執行役員 平井 良典 氏
・日本電気硝子株式会社 代表取締役社長 松本 元春 氏
・日本板硝子株式会社 最高技術責任者 Michael Greenall 氏
・コーニングインターナショナル株式会社 代表取締役社長 仲野 泰也 氏
・韓国 Korea Aerospace University Yong Gyu Choi 教授

基調講演
・IYOG国際委員会委員長（前 ICG会長） Alicia Durán教授 (スペイン CSIC)
・北米 IYOG委員会委員長（オハイオ州立大教授） Manoj Choudhary 教授 オンライン

招待講演
・米国コーニング美術館 館長    Karol Wight 氏
・富山市ガラス美術館館長 土田 ルリ子 氏
・ジョルジオ チーネ財団 Marzia Scalon 氏
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・米国 レンセラー工科大学 Liping Huang 教授
・フランス CNRS Daniel Neuville 博士
・米国ノーステキサス大学 Jincheng Du  教授（再掲）

・フランス CEA Cindy Rountree 博士
・中国 浙江大学 Jianrong Qiu教授 オンライン
・Electric Glass Fiber America, LLC Hong Li 博士
・独国イエナ大学 Lothar Wondraczek 教授 （再掲）

・独国 イエナ大学 Delia Brauer 教授 オンライン
・フランス Noraker 社 Céline Saint Olive Baque 氏

・オランダ Celsian社（Glass trend） Oscar Verheijen博士
・トルコ Şişecam社 Tolga Uysal 博士 オンライン
・英国 Krysteline Technologies Ltd 社 CEO Steve Whettingsteel 氏

若手招待講演
・奈良文化財研究所 主任研究員 田村 朋美 氏
・ガラス造形作家 Zuzana Kubelková 氏
・イタリア モデナ大学 Federica Lodesani 氏
・東北大学 Takuma Nakamura 氏
・米国ペンシルバニア州立大学 Katelyn Kirchner 氏
・トルコ Şişecam社 Gülin Demirok 氏
・韓国 Seoul National University Hospital  Justin Chung 氏
・AGC株式会社 兵頭 俊太郎 氏

音楽イベント
・ギタリスト Joshua Breakstone 氏
・ギタリスト Satoshi Inoue 氏

以上
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4-2. 文部科学省科学技術週間 学習資料「一家に１枚」

文部科学省では、毎年 4 月に科学技術週間を設定し、科学技術に関わる一つのテーマにつ

いて一般国民の関心を高めるための活動をしている。国際ガラス年日本実行委員会内ガラスマ

ップ分科会では、2021 年６月に 2022 年の科学技術週間のテーマを「ガラス」とする企画書を作

成・提出し、高い倍率の選考を勝ち抜いて採択に至り、国際ガラス年である 2022 年の文部科学

省科学技術週間の学習資料「一家に 1 枚」は「ガラス 人類とともに歩んできた万能材料」と決定

られた。

2022 年 4 月以降、学校や科学館などに約 30 万枚のポスター（ガラスマップ（下図））が配布さ

れ、2022 年の科学技術週間中（4/18～4/24）においては、NIMS 一般公開（2022.4.24）における

国際ガラス年関連展示や、自民党本部におけるガラスマップの紹介、京都大学公開講座、オン

ラインによる「一家に 1 枚」発行記念講演会の事業を行った。NIMS 一般公開では、ガラス産業

連合会（GIC）IYOG 支援 WG のご尽力により、板ガラスの破壊体験コーナーやガラスメーカーの

製品・技術紹介などを行い、当日は IYOG 以外の体験教室を含めて 326 名の来場者があり、当

日配信した動画には、のべ 3 万人を超える視聴者があった。

ガラスマップ分科会では、「一家に 1 枚」特設ウエブサイト https://glass-poster.iyog2022.jp/

、解説動画（ショートバージョン：https://youtu.be/fSUDmuboOzs 、ロングバージョン：

https://youtu.be/ZkrwjjI2ldA）も併せて作成し、現在公開されている。さらに、ガラスマップの外

国語版にも取り組んでおり、英語版、ポルトガル語版をこれまで公開し、その他の言語への翻訳

も鋭意進めている。
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4-3. 出版

国際ガラス年 2022 を記念した各種出版物は以下の通りである。

■日本セラミックス協会 セラミックス誌 （2022 年 3 月）

■日本化学会 化学と工業誌 （2022 年 5 月）

■日本セラミックス協会 学術論文誌 特集号 （2022 年 8 月）

■日本放射光学会 放射光誌 （2022 年 9 月）

■日本表面真空学会 表面と真空誌 10 月号

■朝日新聞社「中高生のための朝日 SDGs ジャーナル」

■ニューガラス誌 11 月号

■政府広報オンライン「Highlighting Japan」 11 月号

■色材協会誌 特集号 12 月号
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4-3. ホームページ

2022 年 1 月に新デザインのホームページを開設して以来、訪問ユーザー数は 4 万件（Google

アナリティカル）を超えている。各種イベントの紹介や実行委員によるイベント参加の Blog だけで

なく、国内外のガラス関連美術館マップや、ガラス造形作家 178 名の作品紹介、ガラスの製造方

法やサイエンスを知ってもらうページなどを作成し、今後も役立つサイトになっている。

ガラスギャラリー

「ガラスを知る」

バーチャル工場見学
（科学技術振興機構 ご提供）

トップページ
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5．国際ガラス年日本実行委員会 収支報告
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6. 国際ガラス年日本実行委員会
主催事業 事業報告および収支報告

6-1. 国際ガラス年 2022 日本オープニングセレモニー

事 業 名 国際ガラス年２０２２ 日本オープニングセレモニー（オンライン）

開 催 日 時 令和 ４年 １月 ２８日（金）13:30 ～ 17:30

開 催 場 所 オンライン（Zoom webinar）

主 催 国際ガラス年日本実行委員会

協 賛 ⽇本ガラス⼯芸学会、⽇本ガラス⼯芸協会、ガラス産業連合会（およ

び所属各団体）、日本化学会、日本物理学会、日本応用物理学会

後 援 文部科学省、経済産業省

参加費 無料

参加人数 ６６５ 名

収支 収支報告書参照

事業の内容報告
「国際ガラス年２０２２」を記念する独自企画として「国際ガラス年２０２２ 日本オープニングセレモニー

（オンライン）」を主催し実施した。当日の参加者は６６５名であった。本セレモニーを通して、我が国に

おける国際ガラス年幕開けの宣言と、ガラスという素材の魅力の共有という目的を達成することができた

と考える。また、文部科学省と経済産業省よりご承認いただいた後援名義は、国際ガラス年日本実行委

員会（以下、実行委員会）のホームページならびに情宣用ポスター内で使用し、後者については、関係

各所宛メールに添付することで配布した。以下に、本セレモニーの内容を説明する。

当日は、実行委員会の田部委員長より国際ガラス年採択までの経緯について説明した後、日本セラ

ミックス協会の黒田会長から、国際ガラス年への期待を込めたご挨拶があった。その後、国際ガラス委

員会前々会長の Choudhary 博士と、同委員会元会長の京都大学 曽我名誉教授よりご祝辞をいただ

いた。Choudhary 博士は、深夜にもかかわらず米国からライブでご参加いただいた。挨拶と祝辞の後、

実行委員会事務局より、実行委員会で今後計画しているイベントについて紹介するとともに、実行委員

会の活動に対して協賛金をいただいた２３社へ感謝を伝え、更なる協力依頼を行った。

講演会の部では、ガラスの科学、産業、建築、造形等の分野から６件の講演と、大学院に在籍する学

生さんによる発表があった。既存の学会や展覧会などにはない分野の垣根を越えた講演会となり、新し

いネットワークの構築を予感するセレモニーとなった。（次々ページ： 最終プログラム）

講演では、5000 年前とも言われる人類とガラスの出会いに始まり、どのように私たちがガラスに魅了さ

れ、ガラス製品を造り上げる技術を獲得したのかについて、一般の方にも分かり易く伝えていただいた。

さらに、5G、IOT、そして SDGs という社会の要求にガラスがどのように応えているかを知り、今後ガラス

が人類をどのように支えていくのかを参加者が共に考えることができる講演会であった。特に、東京工
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業大学大学院の富田夏奈さんの発表では、コロナ禍の厳しい状況の中、ガラス科学の研究に取り組ま

れる様子が紹介され、ガラスに関わる多くの組織や人が若者を支え育てていく想いが高まったことと思

われる。

講演会の後に、国際ガラス委員会前会長の Duran 教授にスペインからライブでご登壇いただき、ご

挨拶を頂戴した。新旧会長が旧交を温める和やかなシーンもあった。セレモニーの最後には、日本セラ

ミックス協会ガラス部会長の矢野教授よりご挨拶をいただき、大きなトラブルもなく盛会のうちにセレモニ

ーを終えることができた。

４００名を超える参加者が、最後のご挨拶まで参加されており、参加者の興味と期待を引き付けること

ができたセレモニーだったと思う。このようなイベントを重ねていく中で、ガラス産業及び社会の更なる発

展に寄与するための新しいネットワークを構築できると確信した。

座長を含めた登壇者には、Duran 前国際ガラス委員会々長を含めて５名の女性が含まれていたこと

を書き添える。以下の写真は、セレモニーの最後に撮影した登壇者の集合写真である。

以上
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6-2. 国際ガラス年 2022 「ガラスの無い世界・ある世界」静止画および動画コンテスト

事 業 名 国際ガラス年２０２２「ガラスの無い世界・ある世界」静止画および動

画コンテストならびに同コンテストにおける文部科学大臣賞の交付

募集期間と表彰式日時 募集期間： 令和４年６月１日（水）～８月３１日（水）

表彰式：  令和４年１２月９日（金）18:45～19:00

表彰式開催場所 東京大学安田講堂 （東京都文京区本郷 7 丁目）＋ Zoom webinar

主 催 国際ガラス年日本実行委員会

後 援 文部科学省

応募作品数 動画 30 件、静止画 248 件

収支 収支報告書参照

事業の内容報告
本コンテストは、文部科学省の後援をいただき、6 月 1 日～8 月 31 日の期間に作品募集を行った。

作品の応募数は動画 30 件、静止画 248 件であった。当実行委員会内に設けた審査委員会において、

10 名の審査員による一次審査を経て動画 7 件、静止画 9 件を選出した。その後二次審査により、動画

部門、静止画部門のそれぞれについて、最優秀作品 1 件、優秀作品 4 件を決定した。二次審査では、

構成力・表現力（5 点） 、デザイン力 （5 点）、独創性（5 点）の各項目について 11 名の審査員が 15 点

満点で採点した。二次審査において最高得点を得た静止画部門の最優秀作品を、文部科学大臣賞の

受賞作品として決定した。入賞作品は、以下の通りで、当実行委員会のホームページでも公開してい

る。

https://iyog2022.jp/contest_results/

入賞作品：静止画部門

文部科学大臣賞(静止画部門最優秀作品) 小平 杏子 「ガラスのコップで乾杯しよう」

（文部科学大臣賞受賞作品は次ページにも掲載）

優秀賞 川合 久司     「三枚の絵」

優秀賞 八木 英雄     「こんにちは！」

優秀賞 藤居 すみれ   「身支度は万全？」

優秀賞 三城 由脩      「ガラスと人類」

入賞作品：動画部門

最優秀賞 奥 睦志     「涼のある世界」

優秀賞 曲線リニア(チーム代表者：ヒサこし 布陣)   「Vividness」

優秀賞 細田 祐美子  「with」

優秀賞 崎村 宙央   「NO GLASS, NO WORLD!」

優秀賞 長谷川 徳子   「Glass makes the place of prayer better…」
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表彰式は、東京大学安田講堂で開催された国際閉会式の 2 日目（12/9）に 6 名の受賞者に出席頂

き開催した。なお，国際閉会式の期間中，安田講堂内のコーヒーブレイク会場に設置したディスプレイ

で受賞作品を放映し，海外から参加された皆様にも作品を紹介する機会とした。

東京大学安田講堂での表彰式の様子

文部科学大臣賞(静止画部門最優秀作品) 小平 杏子 「ガラスのコップで乾杯しよう」
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6-3. 国際ガラス年 2022 国際閉会式

事 業 名 国際ガラス年２０２２ 国際閉会式

開 催 日 時 令和４年１２月８日（金）9:30～18:20 、9 日（土）9:00～19:00

開 催 場 所 東京大学安田講堂 （東京都文京区本郷 7 丁目）＋ Zoom webinar

主 催 国際ガラス年日本実行委員会

後 援 文部科学省、経済産業省、外務省

参加費 一般 10,000 円、学生 5,000 円（現地、オンラインとも）

参加人数 ２５８ 名（うちオンライン参加者６８名）

収支 収支報告書参照

事業の内容報告
令和４年１２月８～９日に、国際ガラス年２０２２国際閉会式（クロージング・カンファレンス）」を主催し

実施した。２日間の参加者は２５８名（うちオンライン参加者６８名）であった。この閉会式を成功裏に終

えることで、国内外で行われた国際ガラス年の様々な活動を総括するとともに、産業と学術、科学とアー

トの垣根を超えたガラスに関わる新しいネットワークを構築することを内外に宣言するという目的を達成

することができたと考える。文部科学省、経済産業省、外務省より使用許可いただいた後援名義は、主

催 団 体 （ 国 際 ガ ラ ス 年 日 本 実 行 委 員 会 、 以 下 、 実 行 委 員 会 と 略 す ） の ホ ー ム ペ ー ジ

（https://iyog2022.jp/）ならびに閉会式パンフレット内で使用した。以下に、本閉会式の概要を報告す

る。

第 1 日目午前中のセレモニーでは、実行委員会の田部委員長より来賓の皆様への歓迎の言葉と国

際ガラス年採択までの経緯ならびに各国で開催されたイベントについて紹介があった。その後、文部科

学省大臣官房審議官 木村直人様、経済産業省大臣官房審議官 恒藤晃様よりご祝辞を賜り、続いて

国際ガラス委員会（ICG）会長 Reinhard Conradt 教授、国際博物館協会（ICOM Glass）会長 Teresa 

Medici 博士、英国ガラス技術協会（SGT）会長 Arun Varshneya 教授より現地でご挨拶をいただいた。ご

挨拶に続いて２件の基調講演があった。現地にて IYOG国際委員会委員長（前 ICG 会長）Alicia Durán

教授 (スペイン CSIC)が「Welcome to the Glass Age」の題目で、人類の発展に今後も欠かすことのでき

ないガラスの魅力を熱い言葉と共に紹介され、その後オンラインで北米 IYOG 委員会委員長（オハイオ

州立大教授）Manoj Choudhary 教授が「Glass: Indispensable Material for Sustainable Development」の

題目で、ガラスという素材がいかに SDGs に貢献できるか、環境やエネルギーと親和性が高いかについ

てについて分かり易く説明いただいた。その後の１日半の会議では、以下の 5 つのセッションについ

て、その分野のエキスパートや若手研究者、若手造形作家など２３名から講演があった。当日のプログ

ラムは次々ページに示した。

セッション１： 先進シミュレーションと特性評価から見たガラス構造

セッション２： ガラスの評価と応用
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セッション３： バイオメディカルガラス

セッション４： 持続可能性あるガラス製造

セッション５： ガラス造形とガラス美術館

上記セッション以外にも、日本のガラス産業界から、ＡＧＣ株式会社 代表取締役兼社長執行役員の

平井良典氏、日本電気硝子株式会社 代表取締役社長の松本元春氏、日本板硝子株式会社 最高技

術責任者の Michael Greenall 氏、コーニングインターナショナル株式会社 代表取締役社長の仲野泰

也氏より、トップの視点でガラス産業界の取り組みについて講演いただいた。併せて隣国韓国より、

Korea Aerospace University の Yong Gyu Choi 教授からカルコゲナイドガラスの特性と応用についての

講演があった。

講演以外にも、両日ともに安田講堂内の回廊ではガラス造形作品展覧会が開催され、また第１日目

の午後には九州大学藤野教授の開発した石英ガラス製のギターピックを用いたギター演奏会、第２日

目朝には、国際ガラス年国際委員会の企画により募集・選考された「世界の 7 大ガラス」の発表がありま

した。さらに、第２日目のクロージングセレモニーでは、当実行委員会の企画である「ガラスの無い世界

ある世界 静止画および動画コンテスト」の表彰式も開催され、美しく厳かな東京大学安田講堂におい

て、国際ガラス年のイベントを締めくくるにふさわしい国際閉会式となった。なお、招待講演者および座

長の性別内訳は、女性１４名、男性２２名であった。

以上

                         講演中の安田講堂内の様子
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国際ガラス年 2022 国際閉会式 写真など

東京大学安田講堂 入口

日本実行委員会 田部委員長 文部科学省 木村審議官

経済産業省 恒藤審議官 国際ガラス委員会（ICG）Conradt 会長

国際博物館協会（ICOM Glass）Medici 会長 英国ガラス技術協会（SGT）Varshneya 会長

IYOG 国際委員会
Durán 委員長

北米 IYOG委員会
Choudhary 委員長

Durán 委員長講演
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国際閉会式パンフレット表紙

音楽イベントで使われたシリカガラスピック

Joshua Breakstone 氏 と Satoshi Inoue氏

ガラス造形展覧会パンフレット表紙

安田講堂回廊に展示された造形作品 安田講堂回廊に展示された造形作品

国際閉会式 井上議長
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7. 国際ガラス年日本実行委員会 スポンサー一覧

国際ガラス年 2022 日本実行委員会 スポンサー（34 社）

Platinum（150 万円）
AGC株式会社 日本板硝子株式会社 日本電気硝子株式会社

Gold（50 万円）
株式会社オハラ 湖北工業株式会社 株式会社ニコン
日東紡績株式会社 国立研究開発法人 物質・材料研究機構
科学研究費補助金・学術変革領域研究「超秩序構造科学」

Silver（30 万円）
ＡＧＣテクノグラス株式会社 岡本硝子株式会社 大商硝子株式会社
ガラス再資源化協議会およびエコプレミアムクラブ 株式会社タナチョー
東洋ガラス株式会社 HARIO株式会社 日本山村硝子株式会社
松浪硝子工業株式会社

Bronze（20 万円）
井原築炉工業株式会社 株式会社 オハラ・クォーツ
ガラス発泡資材事業協同組合 クアーズテック株式会社
コーニングインターナショナル株式会社 コーニングジャパン株式会社
株式会社住田光学ガラス セントラル硝子株式会社
東洋佐々木ガラス株式会社 日本精工硝子株式会社 廣田硝子株式会社

HP 広告（10 万円）
株式会社赤川硬質硝子工業所 興亜硝子株式会社 住友電気工業株式会社
東洋ガラス機械株式会社 日本プリント硝子工業会

以上
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8. 国際ガラス年 2022 賛同者一覧

国際ガラス年申請時に賛同書を提出頂いた皆様(50 音順）

企業
旭ファイバーグラス株式会社 石塚硝子株式会社 ＡＧＣ株式会社
株式会社 ＡＧＣ総研 ＡＧＣテクノグラス株式会社 岡本硝子株式会社
株式会社 オハラ・クォーツ クアーズテック株式会社 株式会社 黒壁
興亜硝子株式会社 三和フロスト工業株式会社 ショット日本株式会社
株式会社 住田光学ガラス 関根硝子株式会社 セントラル硝子株式会社
東洋ガラス株式会社 東洋佐々木ガラス株式会社 日本板硝子株式会社
日本電気硝子株式会社 日本無線硝子株式会社 日本山村硝子株式会社
光ガラス株式会社 株式会社 フジクラ フジトク株式会社
HOYA株式会社 前田硝子株式会社 松田硝子工芸株式会社
大学・高等専門学校 愛媛大学 大阪府立大学
岡山大学 九州大学 京都工芸繊維大学
京都大学 慶應義塾大学 高知工業高等専門学校
滋賀県立大学 滋賀大学 東京大学
東京工業大学 東京理科大学 東北大学
長岡技術科学大学 名古屋工業大学 弘前大学
三重大学 立命館大学 研究室
大阪府立大学／無機化学研究グループ 関西大学/幸塚研究室 九州大学／藤野研究室
京都大学/田中勝久研究室 京都大学/田部研究室 京都大学/藤田研究室
京都大学/三浦研究室 滋賀大学/徳田研究室
千葉大学/極限環境材料化学研究室 東京大学／井上研究室
東京工業大学／矢野研究室 東京都立大学/梶原研究室
豊橋技術科学大学/松田・武藤・河村研究室
名古屋大学/大槻研究室 弘前大学/増野研究室
北海道大学/西井研究室 北海道大学/無機合成化学研究室

学協会
応用物理学会/フォトニクス分科会 耐火物技術協会 日本ガラス工芸学会
日本ガラス工芸協会 日本セラミックス協会 ニューガラスフォーラム

国立・公設研究機関
イノベーションハブ京都 産業技術総合研究所
兵庫県立工業技術センター
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美術館・造形研究所など
E-to-Ten アートグラス制作集団 十人十色
岡山市立オリエント美術館 サントリー美術館 富山ガラス造形研究所
富山市ガラス美術館 北海道立近代美術館

賛同して頂いた皆様（50 音順）
企業
株式会社赤川硬質硝子工業所 有限会社 市瀬硝子工芸 井原築炉工業株式会社
エコプレミアムクラブ ＡＧＣテクノグラス株式会社
エスジーエスエンジニアリング株式会社 株式会社 大久保製壜所 株式会社オハラ
ガラスリソーシング（株） ガラス再資源化協議会
キリンテクノシステム株式会社 クリスタルクレイ株式会社
コーニングジャパン株式会社 コーニングインターナショナル株式会社 湖北工業株式会社
三徳工業株式会社 菅原工芸硝子株式会社 住友電気工業株式会社
大商硝子株式会社 大和特殊硝子株式会社 株式会社タナチョー
株式会社 TGM 東洋ガラス機械株式会社 株式会社ニコン
日東紡績株式会社 日本エア・リキード合同会社 日本精工硝子株式会社
日本耐酸壜工業株式会社 HARIO株式会社 廣田硝子株式会社
松浪硝子工業株式会社 RGC株式会社（琉球ガラス村）

大学・高等専門学校
京都大学/堀毛研究室 京都大学大学院人間・環境学研究科
東海大学古代エジプト及び中近東コレクション
北陸先端科学技術大学院大学 上田研究室
武蔵野美術大学 工芸工業デザイン学科 ガラス研究室

学会および企業団体・協会
板硝子協会 エコプレミアムクラブ 江戸切子協同組合
大阪硝子工業会 ガラス産業連合会 硝子繊維協会
ガラス再資源化協議会 ガラス発泡資材事業協同組合
ガラスびん 3R促進協議会 ガラスびんフォーラム 蛍光体同学会
電気硝子工業会 東京硝子製品協同組合 日本硝子製品工業会
日本ガラスびん協会 日本原子力学会 日本光学硝子工業会
日本固体イオニクス学会 日本材料学会
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日本水晶デバイス工業会 日本ゾル-ゲル学会 日本中性子科学会
日本鉄鋼協会 日本プリント硝子工業会 ニューセラミックス懇話会
日本バイオマテリアル学会 日本放射光学会 日本物理学会
日本誘電体学会 粉体工学会 粉体粉末冶金協会
リサイクルガラス造粒砂協会 NPO法人 ISTA

美術館・ガラス工房・学校・自治体等
秋田市新屋ガラス工房 石川県能登島ガラス美術館 ウッドワン美術館
沖縄県琉球ガラス製造協同組合 北澤美術館 きららガラス未来館
京都市考古資料館 神戸市立博物館 郡山市立美術館
黄金崎クリスタルパーク 三田市ガラス工芸館 山陽小野田市
静岡県賀茂郡西伊豆町 尚古集成館 東京ガラス工芸研究所
東京都庭園美術館 徳島ガラススタジオ 奈良文化財研究所
日本民藝館 箱根ガラスの森美術館 箱根ラリック美術館
平山郁夫シルクロード美術館 ポーラ美術館 町田市立博物館
ヤマザキマザック美術館 妖精の森ガラス美術館

以上


